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雇用保険基本手当ての日額の範囲等が変更 

平均給与額の変動に伴い 8月１日から 
 
 雇用保険の基本手当日額の算定基礎となる賃

金日額の範囲等については、毎月勤労統計の平

均給与額の上昇または低下の率に応じて、変更

されることになっています。毎月勤労統計の平

成 14年度の平均給与額（同年度の各月における
平均定期給与額の平均額）が、平成 13年度の平
均給与額に比して約 0.8％低下したことから、厚
生労働省は、この低下した率に応じて次の通り

変更を行いました。 
（１）基本手当ての日額の算定の基礎となる賃

金日額の範囲等の引き下げ 
（２） 失業期間中に自己の労働による収入があ

る場合の基本手当ての減額の算定に係る

控除額の引き下げ 
（３） 高年齢雇用継続給付を支給する限度とな

る額（支給限度額）の引き下げ 
 これらの改定は、2003年 8月１日から実施さ
れます。ただし、（１）は 4月 30日以前の離職
者、（３）は 4月 30日以前の受給者については
適用されません。

 
（１）基本手当て日額の算定の基礎となる賃金日額の範囲等の引き下げ 
①基本手当て日額の最高額・最低額 
＜最高額＞                    ＜最低額＞     

年齢区分 現  行 変更後 現  行 変更後 
60歳以上 65歳未満 ７，０１１円 ６，９５７円 

 

１，７１２円  １，６９６円 
45歳以上 60歳未満 ８，０４０円 ７，９８０円 
30歳以上 45歳未満 ７，３１０円 ７，２５５円 
30歳未満 ６，５８０円 ６，５３０円 
②基本手当ての日額を算定する給付率に応じた賃金日額の範囲（60歳未満） 
給付率 賃金日額の範囲 基本手当日額 

 現  行 変更後 現  行 変更後 
80％  4,210円～ 

 2,140円 
 ４，１８０円～ 
 ２，１２０円 

3,368円～ 
1,712円 

３，３４４円～ 
１，６９６円（最低額） 

80％～ 
50％ 

 4,210円～ 
12,220円 

 ４，１８０円～ 
１２，１３０円 

3,368円～ 
6,110円 

３，３４４円～ 
６，０６５円 

（２）失業期間中に自己の労働による収入がある場合の基本手当の減額の算定に係る控除額 
    現 行     変更後 
  １，３８８円 → １，３７７円 
 
 
 
（３） 高年齢雇用継続給付の算定に係る支給限度額の引き下げ 
    現 行     変更後 
 ３５０，８８０円 → ３４８，１７７円 
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※最低額は年齢区分に関わりません。 

例）60 歳前の月平均賃金額が 50万円である被保険者について、60
歳到達後の支給対象月の賃金額が 32 万円に低下した時の高年齢雇
用継続給付の支給額 
30,880円（現行）→ ２８，１７７円（変更後）対象月あたり 

例）賃金日額 7000円、基本手当日額 4855円の者が、失業認定期間(28日間)
中に２日間内職し、内職により 6000円を得た場合の認定期間 28日分の基本
手当の支給額 
【(6000円／2－1377円)＋4855円】－7000円×80％＝８７８円（減額/日）
4855円×（28－２日）＋（4855円－878円）×２日＝134,184円（支給額）


